
           

    

    

   

三
月
六
日
（
火)

第
二
回
夕
鶴
の

里
運
営
協
議
会(

川
合
ひ
さ
子
会

長)

が
開
か
れ
、
来
賓
の
、
南
陽
市
教

育
委
員
会
、
社
会
教
育
課
、
佐
藤

賢
一
課
長
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、

平
成
二
十
九
年
度
に
行
わ
れ
た
事

業
な
ど
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

       

          

平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
事
業

並
び
に
関
連
事
業
の
開
催
日
、
参
加

人
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

  
◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
総
会 

 
 

４
月

16
日
（
日
）
58
名
参
加 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(

委
任
状
含) 

◇
第
十
五
回 

民
話
の
語
り
駅
伝 

 
 

５
月

28
日

（
日
）
132
名
参
加 

◇
夕
鶴
の
里
友
の
会
研
修
旅
行 

 
 

６
月

10
日(

土) 

 
 

福
島
県 

 
 

「
森
の
民
話
茶
屋
」
「
蛇
の
鼻
」 

 

28
名
参
加 

◇
蚕
の
飼
育
事
業
（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

６
月
７
日(

水)

～

３０
日(

金)

24
日
間 

※
夕
鶴
の
里
資
料
館
は
じ
め
、 

８
施
設
で
飼
育
を
行
っ
た
。 

◇
第
十
八
回
「
語
り
部
養
成
講
座
」 

 
 

６
月
～
８
月 

(

７
回
開
催) 

（
大
人
３
名
・
小
学
生

6
名
受
講
） 

◇
語
り
部
養
成
講
座
講
演
会 

７
月
２
日(

日)  
 

30
名
参
加 

講
師
： 

帯
刀
春
男 

氏 

（
田
川
民
話
の
会
会
長
） 

 

 

◇
感
じ
る
山
形
講
座 

 
 

５
月
～
７
月
の
週
末
４
日
間 

山
形
大
学
の
一
年
生 

７
名
受
講 

◇
昔
の
あ
そ
び
体
験 

７
月
・
９
月
・
１１
月
・
１
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

合
計

25
名
参
加 

◇
染
め
織
り
体
験
学
習
事
業 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
ま
ゆ
の
里
事
業
） 

 
 

８
月
～
10
月(

４
回)

３１
名
受
講 

◇
第
十
八
回
「
民
話
ま
つ
り
」 

 
 

１０

月
１
日
（
日
） 

 
 

ゲ
ス
ト
： 

池
野
信 

氏 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
山
形
市
在
住
） 

 
 

長
沢
登
代
さ
ん
の
語
り 

（
元
民
話
会
ゆ
う
づ
る
）  

 

97
名
参
加 

◇
第
十
九
回
「
子
ど
も
ま
つ
り
」 

 
 

９
月

24
日(

日)

112
名
参
加 

 
 

 

内
容
：
東
北
文
教
大
学
児
童
文
化
部 

の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
や
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
ダ
ン
ス
な
ど 

◇
民
話
口
演
事
業
（
２
月

２８
日
現
在
） 

 
 

民
話
口
演

456
回 

出
前
口
演

55
回 

 

関
連
事
業 

☆
第
八
回 

「
お
き
た
ま
語
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

 
 

６
月

18
日(

日) 

 
 
 

会
場
：
夕
鶴
の
里
語
り
部
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

130
名
参
加 

☆
第
四
十
三
回
南
陽
市
芸
術
祭 

 
 

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 

10
月

22
日(
日) 

 
 

会
場
：
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル 

 
 

 
 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
会
員
３
名
出
演 

 

☆
第
六
回
南
陽
こ
ど
も
芸
術
祭
へ
の 

 
 

参
加 

 
 

１１
月

12
日
（
日
） 

会
場
：
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル 

「
夕
鶴
っ
子
の
会
」
５
名
出
演 

☆
生
活
情
報
誌 

 

月
刊 

あ
づ
ま
～
る 

取
材 

 
 

11
月

17
日(

金) ＊
１
月
号
掲
載 

 

体
験
学
習
（
２
月

28
日
現
在
） 

◇
機
織
り
体
験 

210
名 

◇
そ
ば
打
ち
体
験 

五
団
体(

79
名) 

  

今
年
度
は
、
外
国
か
ら
の
取
材
や
、 

外
国
人
来
館
者
も
あ
り
、
外
国
語
の

字
幕
入
り
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
使
っ
て
「
鶴
の
恩

返
し
」
の
語
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
機
織
り
な
ど
も
体
験
さ
れ
、
日

本
の
文
化
に
よ
り
一
層
興
味
を
持
ち
、

楽
し
ん
で
お
り
ま
し
た
。 

       

   
 

 
 

 

    



    

日
時
：
四
月
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
時
三
十
分 

場
所
：
夕
鶴
の
里 

 

 
 

 
 

 

伝
統
文
化
研
究
室 

☆
万
障
繰
り
合
わ
せ
の
上
、 

ご
参
加
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

そ
ば
打
ち
研
究
会 

 
 

ひ
な
ま
つ
り
に
相
応
し
い
暖

か
な
陽
気
の
三
月
三
日
（
土
）

米
沢
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
と
ん
と
昔
の
会
発
表
会

「
お
し
ょ
う
し
な
語
り
の
つ
ど

い
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
語

り
が
始
ま
る
前
に
、
本
県
の
郷

土
史
や
民
話
の
普
及
に
尽
力
さ

れ
、
二
月
二
十
八
日
に
亡
く
な

ら
れ
た
新
庄
市
の
大
友
義
助
氏

に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
会
場
の

皆
で
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。 

 

語
り
の
出
演
者
は
、
大
人
十

二
名
、
子
ど
も
九
名
で
し
た
。 

 

大
人
の
語
り
で
は
、
地
元
に

伝
わ
る
話
や
得
意
と
す
る
語
り

を
披
露
、
奥
深
い
味
の
あ
る
語

り
に
魅
了
さ
れ
、
そ
の
世
界
に

吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
素
晴
ら
し

い
語
り
部
の
方
々
で
し
た
。
子

ど
も
の
語
り
で
は
、
小
学
校
低

学
年
の
一
、
二
年
生
が
殆
ど
で

し
た
が
、
大
き
な
声
で
堂
々
と

語
る
姿
に
大
き
な
拍
手
が
あ
り
、

み
ん
な
満
足
そ
う
で
し
た
。
又
、

「
ど
ろ
ぼ
う
の
手
」
の
寸
劇
が

あ
り
、
語
り
手
に
合
わ
せ
て
演

じ
る
と
い
う
演
出
に
新
鮮
さ
を

感
じ
て
き
ま
し
た
。 

 

民
話
を
語
る
者
と
し
て
、
地

域
に
伝
わ
る
民
話
を
大
切
に
し
、

も
っ
と
も
っ
と
研
鑽
を
積
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
と
、
改
め
て
思

っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 

民
話
会
ゆ
う
づ
る 

 
 

 
 

 

会
長 

菅
野
敏
子 

   

            

  

  

今
月
は
、
そ
ば
打
ち
研
究
会
を 

紹
介
し
ま
す
～
。 

 

そ
ば
打
ち
研
究
会
に
つ
い
て
、

会
長
の
高
橋
健
吉
さ
ん
に
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
そ
ば
打
ち
研
究
会

は
、
平
成
十
六
年
十
二
月
に
、
「
漆

山
で
そ
ば
で
も
打
っ
て
食
っ
て
み

た
ら
い
い
ん
で
は
な
い
か
～
」
か

ら
始
ま
り
、
十
人
位
で
立
ち
上
げ

た
会
だ
そ
う
で
す
。 

 

現
在
は
、
会
員
二
十
五
名
位
で
、 

月
一
回
、
夕
鶴
の
里
で
、
そ
ば
を

打
っ
て
、
皆
で
和
気
藹
々
と
打
ち

た
て
の
そ
ば
を
食
べ
な
が
ら
歓
談

し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
夕
鶴
の
里
の
そ
ば
打

ち
体
験
の
講
師
も
そ
ば
打
ち
研
究

会
の
会
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。 

 

会
費
は
、
千
円
で
す
。 

そ
ば
打
ち
に
興
味
が
あ
る
方
、

美
味
し
い
そ
ば
を
食
べ
た
い
方
、 

是
非
、
入
会
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

優
し
い
会
員
が
、
丁
寧
に
指
導

し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
！
！ 

 

＊
問
い
合
わ
せ
先 

 

四
七-

二
○
九
九 

髙
橋
健
吉
会
長 

四
七-

五
八
○
○ 

夕
鶴
の
里 

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

                     

       

    

語
り
部
の
館
に
吊
る
さ
れ
て
い
る

だ
ん
ご
の
木
の
装
飾
が
、
色
あ
せ

て
き
て
い
る
の
で
、
何
と
か
し
て

は
、
と
の
声
が
あ
り
、
二
月
十
六

日
（
旧
元
旦
）
か
ら
職
員
が
、
鶴

や
寿
鶴
な
ど
を
折
り
、
ま
た
、
語

り
部
さ
ん
か
ら
頂
い
た
く
す
だ
ま

な
ど
を
飾
り
、
華
や
か
に
な
り
ま

し
た
♪
♪ 

        

  

    

 
一緒にそば打ち

すっぺ～！  


